
宇
治
茶
業
に
関
す
る
若
干
の
地
理
学
的
考
察

浮

典

良

一
　
ま
え
が
き

　
宇
治
市
を
中
心
と
す
る
京
都
府
南
部
一
帯
の
地
は
、
隣
蛍
〃
宇
治
茶
”
と
し

て
一
括
呼
称
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
茶
の
生
産
に
よ
っ
て
顕
著
に
特
性
づ
け
ら
れ
る
。

申
世
に
す
で
に
蠕
を
発
し
、
江
戸
時
代
に
入
っ
て
確
証
た
る
地
歩
を
築
い
た
宇

治
茶
の
名
声
は
、
今
日
に
懸
る
寮
で
国
内
市
場
に
叛
き
難
い
地
位
を
↑
口
め
て
い

る
。
今
臓
そ
の
産
額
は
決
し
て
多
く
は
な
く
、
年
海
門
二
七
万
貫
（
昭
和
二
五

～
七
年
平
均
）
と
い
う
数
字
は
全
国
産
額
の
謹
か
二
％
余
に
過
ぎ
な
い
が
、
国

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
ん
も
や

内
の
縛
殊
な
嗜
好
的
需
要
と
結
び
つ
い
た
高
級
茶
（
畷
茶
・
玉
露
）
の
生
塵
に

重
き
を
蒔
く
宇
治
茶
業
は
、
栽
培
・
製
造
の
面
に
嘗
て
亀
流
通
の
面
に
於
て
も

幾
多
の
特
色
を
備
え
て
い
る
。
即
ち
、
茶
葉
摘
採
前
に
茶
園
に
覆
を
か
け
る
こ

と
、
老
齢
の
茶
樹
が
多
く
、
未
だ
に
手
摘
み
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
、
製
造
エ

程
は
す
で
に
機
械
化
さ
れ
た
が
そ
の
年
代
は
お
そ
く
、
従
っ
て
特
色
あ
る
茶
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

出
稼
を
比
較
的
後
裏
で
残
存
さ
せ
た
こ
と
、
高
級
茶
の
故
に
そ
の
市
場
が
固
定

　
　
　
　
　
宇
治
茶
業
に
関
す
る
叢
子
の
地
理
紫
酌
考
察
（
浮
田
）

的
で
、
従
っ
て
間
屋
の
支
配
力
が
大
で
あ
る
こ
と
、
等
が
そ
れ
で
あ
る
。
而
し

て
当
然
茶
業
全
般
の
経
営
形
態
に
於
て
も
、
静
岡
県
な
ど
の
そ
れ
と
ほ
か
な
り

の
差
異
が
阻
め
ら
れ
る
。
要
す
る
に
本
邦
茶
業
の
発
展
燈
程
の
中
で
、
宇
治
茶

業
の
そ
れ
は
後
に
詳
述
す
る
が
如
く
極
め
て
異
彩
に
満
ち
た
特
色
を
有
し
て
い

る
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
同
時
に
注
意
す
べ
き
こ
と
は
、
同
じ
京
郡
府
の
茶
業

地
の
中
に
も
地
域
的
に
か
な
り
の
相
異
が
兇
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
先
ず
今
日
に
於
け
る
学
業
分
布
の
諸
網
を
概
乱
し
た
後
、

江
戸
時
代
か
ら
今
日
に
至
る
玄
で
の
宇
治
茶
業
の
立
池
移
動
を
検
討
し
て
、
そ

れ
を
通
じ
て
叢
生
睦
地
域
の
地
域
酌
特
質
を
考
察
し
、
然
る
後
に
、
宇
治
茶
業

の
特
質
を
最
も
典
型
的
に
具
現
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
宇
治
地
区
に
つ
い
て
、

茶
業
経
営
の
特
異
な
形
態
と
そ
の
形
成
過
程
を
分
析
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

二
　
茶
藁
の
分
布

先
ず
茶
業
は
現
在
京
都
階
南
部
の
諸
地
域
に
ど
の
よ
う
に
分
凝
す
る
か
を
概

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
五

（　38Jr　）



　
　
　
　
　
宇
治
茶
藁
に
関
す
る
若
干
の
地
理
挙
的
考
察
（
浮
田
）

観
し
て
お
く
。
紹
聯
二
七
年
の
市
町
村
別
統
計
に
儲
り
つ
つ
、
概
略
の
茶
園
分
布

を
示
せ
ば
第
一
図
の
如
く
で
あ
る
。
大
匙
か
に
激
っ
て
本
地
域
の
悪
業
に
は
幾

つ
か
の
地
域
的
中
心
が
あ
る
。
茶
園
の
よ
っ
て
立
つ
自
然
的
基
礎
、
並
び
に
そ

苑
，
鰯

」
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第一図　京都府南部の茶園分布（昭和27年）1点2町歩
　　　　右上　行政区1唖と主≡要目業地
ユ．宇治地区　2．田原地区　3．和束地区　4。木津川中
流地区　5．高山地区

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
六

の
生
産
工
程
上
の
特
色
を
顧
慮
し
て
茶
業
の
地
域
区
分
を
試
み
る
な
ら
ば
、
次

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

の
五
地
域
を
設
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
ろ
。

　、

謌
黷
ﾍ
、
宇
治
川
が
山
城
盆
地
に
あ
ら
わ
れ
る
谷
口
に
存
在
す
る
字
治
郷
を

中
心
と
し
て
、
北
方
及
び
西
方
の
洪
積
層
丘
陵
一
帯
に
拡
が
る
「
宇
治
地
区
」

で
あ
る
。
こ
こ
は
掌
」
浩
二
業
プ
ロ
パ
；
と
も
云
5
べ
き
山
自
典
的
な
卵
余
業
地
で
、

今
日
は
鼠
茶
と
玉
露
、
そ
の
．
中
で
も
特
に
張
茶
の
生
産
を
主
と
し
、
現
在
宇
治

市
域
内
に
包
括
さ
れ
て
い
る
。
第
二
は
宇
治
川
の
門
流
田
原
用
を
潮
つ
た
綴
喜

郵
の
田
原
の
盆
地
で
、
こ
の
「
阻
原
地
区
」
は
元
来
最
高
級
の
煎
茶
塵
地
と
し
て

鄭
ら
れ
て
い
た
が
、
今
臼
で
は
宇
治
に
近
い
部
分
は
玉
露
に
転
ず
る
も
の
が
多

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
っ
か

く
、
玉
露
麗
額
で
は
第
一
の
地
域
を
凌
ぐ
に
三
っ
て
い
る
。
第
三
は
「
和
束
地

区
」
即
ち
南
方
相
楽
郡
の
木
津
川
支
流
和
束
川
に
沿
5
谷
で
あ
る
。
こ
こ
は
主

と
し
て
安
政
開
港
以
降
に
出
発
し
た
藏
興
茶
亭
地
で
、
鋏
刈
を
採
用
し
て
勲
茶

の
大
鐙
生
産
を
営
み
、
俗
に
京
都
府
の
静
岡
と
も
呼
ば
れ
る
。
以
上
三
地
域
が

主
要
な
盛
業
中
心
地
で
あ
る
が
、
そ
の
他
に
も
尚
幾
つ
か
の
茶
園
小
集
団
が
散

在
す
る
。
即
ち
第
四
「
木
澤
川
申
流
地
区
」
で
は
木
津
川
東
岸
の
丘
陵
末
端
部

及
び
氾
濫
原
上
の
微
高
地
や
木
津
川
河
川
敷
内
に
茶
園
が
あ
り
、
玉
露
と
煎
茶

を
出
し
、
又
京
都
府
東
南
端
の
第
五
「
高
山
地
区
」
は
大
和
高
原
の
奈
良
県
三

業
地
に
鍍
続
す
る
も
の
で
、
府
下
の
大
衆
向
き
中
下
級
茶
産
地
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
五
地
区
の
中
、
第
一
の
宇
治
地
区
と
第
四
の
木
骨
川
中
流
地
区
と
は
、

（386）



一
応
山
城
盆
地
内
に
包
含
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
業
者
の
慣
絹
に
従
っ
て

　
　
　
め
　
　
つ
　
　
ね

こ
れ
を
平
鋼
蔀
と
呼
ぶ
こ
と
が
で
き
、
爾
余
の
三
地
区
の
茶
園
は
笠
置
出
地
内
・

の
断
履
な
ど
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
諸
山
間
盆
地
の
周
辺
斜
面
及
び
数
々
の
小

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
、
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

貰
谷
に
の
び
る
も
の
で
、
こ
れ
を
山
間
部
と
し
て
一
括
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

三
　
茶
藁
の
立
地
移
動

　
こ
れ
ら
の
地
域
に
そ
れ
ぞ
れ
茶
業
を
立
地
さ
せ
た
理
由
と
し
て
屡
、
．
説
か
れ
層

る
こ
と
は
、
気
候
、
土
壌
な
ど
の
自
然
的
条
件
が
茶
栽
培
に
好
適
な
こ
と
で
あ

る
が
、
嗜
好
晶
的
な
高
級
茶
生
産
に
於
て
は
、
気
候
、
土
壌
な
ど
の
…
微
妙
な
差

異
が
最
終
商
品
の
品
質
に
ま
で
鋭
敏
に
作
用
す
る
か
ら
、
そ
れ
ら
も
有
力
な
要

因
と
し
て
立
地
条
件
の
中
に
参
舶
し
て
い
る
こ
と
は
事
実
で
あ
ろ
5
。
し
か
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
①

今
日
茶
園
の
少
な
か
ら
ぬ
部
分
が
樹
令
一
〇
〇
年
以
上
の
茶
樹
か
ら
成
る
こ
と

か
ら
も
推
察
さ
れ
る
よ
う
に
、
宇
治
茶
業
は
封
建
時
代
か
ら
の
流
れ
を
汲
む
古

い
歴
史
的
規
定
を
自
ら
の
中
に
孕
ん
で
い
る
。
従
っ
て
一
業
立
地
の
考
察
に
際

し
て
も
、
先
ず
江
戸
時
代
に
於
け
る
そ
れ
が
萌
ら
か
に
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
e
　
江
戸
時
代
の
茶
業
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

　
茶
業
地
は
一
般
に
村
方
の
幾
料
に
乏
し
い
。
従
っ
て
江
戸
時
代
の
概
略
の
茶

園
分
布
す
ら
復
元
が
困
難
で
あ
る
。
し
か
し
種
々
の
事
情
か
ら
み
て
、
宇
治
郷

（
出
置
の
字
治
驚
の
中
心
部
、
元
久
世
郡
宇
治
町
の
内
）
が
当
時
の
手
業
中
心

　
　
　
　
　
宇
鴻
茶
出
に
関
す
る
蕩
干
の
地
理
挙
的
考
察
（
浮
瞬
）

で
あ
っ
た
こ
と
は
疑
い
得
な
い
。
軸
側
享
元
年
（
一
七
四
四
）
の
「
宇
治
郷
明
細

⑥
記
」
に
よ
る
と
、
当
時
の
宇
治
郷
反
別
…
一
〇
一
町
五
反
の
申
、
茶
園
は
一
〇
五

町
四
反
で
過
半
を
占
め
た
。
こ
の
反
別
は
今
日
の
そ
れ
の
四
～
五
倍
に
当
る
。

周
知
の
よ
う
に
江
戸
時
代
の
宇
治
茶
業
は
宇
治
郷
代
官
上
林
家
、
及
び
そ
の
管

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

轄
下
に
あ
る
三
十
四
家
の
『
茶
師
』
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
、
茶
師
は
幕
府
・
朝

廷
及
び
諸
侯
の
御
用
を
つ
と
め
て
毎
年
茶
を
献
上
し
、
そ
の
代
償
と
し
て
「
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

輔
地
子
御
免
、
御
年
貢
帯
分
御
髪
免
」
そ
の
他
幾
多
の
保
護
と
特
権
を
享
受
し

て
い
た
。
茶
師
は
み
な
宇
治
郷
に
住
み
、
茶
園
に
覆
を
架
す
る
こ
と
は
宇
治
郷

第一表宇治郷反別及び石盛（延享元年）

石　 盛
上「中｝下

積面

1．0

1．　0

1．0

1．5

ユ．2

ユ．1

銭
M
B

　　町

105．　39．　16

3tl．．92．　18

51．　22．　Jr

　2．　39．　18

響
晶

に
の
み
与
え
ら
れ
た
特
権
で
あ
っ
た
。
当
時

寒
蘭
國
の
石
盛
が
田
畑
に
比
べ
て
著
し
く
高
か

っ
た
（
第
一
表
）
こ
と
は
、
茶
園
の
売
買
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

す
で
に
承
応
、
万
治
年
間
に
見
ら
れ
た
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

や
、
貢
租
銀
難
事
の
事
笑
な
ど
と
共
に
、
茶

園
の
収
益
の
甚
だ
大
で
あ
っ
た
こ
と
、
そ
し

て
塵
茶
の
少
な
か
ら
ぬ
部
分
が
何
ら
か
の
形

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

で
商
晶
化
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
物
障
る
。

　
宇
治
山
の
隆
盛
は
斯
く
推
祭
に
余
り
あ
る

が
、
一
方
そ
の
周
辺
の
地
域
、
例
え
ば
木
幡
●

小
倉
（
宇
治
地
区
）
や
田
原
地
区
へ
雨
次
第

　
　
　
　
　
　
　
七
七

（　387　）



　
　
　
　
　
掌
・
治
茶
肌
粟
に
闘
脚
す
る
若
干
の
地
理
距
剛
的
考
察
（
浮
田
）

に
茶
業
は
普
及
し
て
行
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
久
世
郡
小
倉
村
（
現
宇
治
市
小

欝
）
の
墾
葦
（
＝
ハ
七
九
）
嬢
悔
よ
れ
ば
・
詣
璽
ハ
町
七
畝
・

畑
一
八
町
　
八
反
ご
一
気
に
対
し
茶
園
畑
は
こ
〇
町
．
九
反
六
界
（
嫉
篇
反
別
の
二
一
．

三
％
）
で
、
こ
の
茶
園
反
別
は
照
和
十
四
、
五
年
の
そ
れ
と
略
妻
等
し
い
も
の

で
あ
っ
た
（
今
次
大
戦
中
滅
少
。
面
し
て
こ
の
延
室
検
地
帳
に
よ
る
茶
罰
の
石

盛
は
上
天
燕
石
、
申
園
一
石
五
斗
…
…
…
で
宇
治
郷
よ
汐
や
や
低
く
、
し
か
も

上
園
の
占
め
る
割
合
は
宇
儲
蓄
よ
”
は
る
か
に
僅
少
で
あ
っ
た
）
。
而
し
て
宇

治
郷
茶
師
の
取
扱
つ
た
茶
が
専
ら
罎
茶
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
に
対
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

江
戸
時
代
中
期
に
は
煎
茶
及
び
玉
露
製
法
の
発
明
が
あ
っ
た
が
、
煎
茶
は
田
原

地
区
に
於
て
、
玉
露
は
小
倉
に
於
て
、
即
ち
共
に
中
稲
地
宇
治
郷
以
外
の
地
に

於
て
創
始
さ
れ
た
こ
と
は
注
目
す
べ
ぎ
こ
と
で
あ
っ
て
、
茶
師
贈
…
級
　
を
通
じ
て

の
封
建
納
諸
制
約
が
よ
り
少
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
れ
ら
周
縁
地
区
に
於
て
、

茶
業
は
よ
り
自
由
な
発
展
の
可
能
性
を
見
鐵
し
て
行
っ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で

き
る
。
と
は
い
え
、
江
戸
時
代
の
茶
業
隆
盛
地
は
概
ね
宇
治
地
区
と
田
原
地
区

及
び
木
津
川
中
流
地
区
の
北
部
に
限
ら
れ
て
い
た
よ
5
で
あ
り
、
爾
余
の
地
区

に
於
け
る
賢
婦
発
展
は
幕
末
安
政
開
港
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

　
◎
　
安
政
開
港
と
明
治
維
新
に
よ
る
宇
治
茶
業
地
の
変
心

　
本
邦
茶
業
の
飛
躍
的
発
展
は
安
政
開
港
と
そ
れ
に
引
き
続
く
茶
貿
易
の
好
況

・
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
。
茶
は
明
治
元
年
～
一
〇
年
に
於
け
る
里
謡
輪
出
額

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
八

　
　
　
　
　
　
⑪

の
四
分
の
一
を
占
め
、
茶
価
は
高
騰
し
て
茶
業
は
窒
前
の
盛
況
を
謳
っ
た
。

そ
の
た
め
茶
園
は
全
国
蚤
地
に
於
て
急
激
な
増
反
を
見
せ
た
が
、
京
都
府
に
於

て
も
勿
論
そ
の
事
情
は
等
し
く
、
従
来
崩
芽
的
な
茶
業
発
展
し
か
な
か
っ
た
地

域
に
ま
で
広
く
画
業
は
普
及
し
て
行
っ
た
。
即
ち
、
潔
草
・
伏
見
方
面
や
絹
楽

郡
和
束
地
区
な
ど
に
広
大
な
茶
園
が
拓
か
れ
た
の
は
主
と
し
て
此
の
時
代
の
こ

　
　
　
　
⑱

と
に
属
す
る
。
と
こ
ろ
が
庶
出
に
向
け
ら
れ
た
の
は
主
と
し
て
煎
茶
で
あ
っ
た

か
ら
、
茶
師
に
よ
っ
て
主
導
さ
れ
た
宇
治
郷
の
黒
茶
生
産
は
、
か
か
る
一
般
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

罪
業
好
況
か
ら
取
り
残
さ
れ
て
、
傳
滞
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

　
そ
れ
ば
か
り
で
な
く
、
封
建
権
力
の
焦
思
坤
い
保
護
と
育
成
の
下
に
あ
っ
た
茶

　
師
階
緻
は
維
新
の
到
来
と
共
に
甚
大
な
打
撃
を
受
け
て
次
ぎ
次
ぎ
に
没
落
…
し
、

　
従
来
の
直
接
生
塵
者
、
或
い
は
左
郷
商
人
な
ど
が
そ
れ
に
代
っ
て
、
宇
治
茶

　
業
の
采
配
を
振
う
茶
商
と
し
て
登
託
し
た
。
ム
”
植
字
治
エ
甲
及
び
そ
の
近
辺
に

　
あ
る
約
一
〇
〇
軒
の
茶
商
」
の
中
、
屯
し
戸
時
代
の
茶
師
の
流
れ
を
ひ
く
毒
の
は

　
僅
か
一
軒
に
過
ぎ
な
い
。

　
田
原
の
一
茶
商
の
蔵
す
る
明
治
六
年
の
「
来
様
郡
久
世
郡
煮
梅
郡
襟
筋
製
茶

大
凡
通
醜
は
・
委
つ
ば
姦
竃
あ
る
が
当
時
の
茶
鑛
を
村
別
（
臼
寸
i
オ
）

に
泳
し
て
い
る
の
で
、
そ
れ
を
図
示
す
る
と
第
二
図
の
如
く
で
あ
る
。
宇
治
郷

の
劣
勢
と
木
津
川
中
流
地
区
ρ
田
原
地
区
の
優
位
、
ま
た
和
束
・
高
山
地
区
の

塵
額
が
末
だ
纂
々
た
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
、
当
時
の
茶
業
分
布
の
様
相

（388）
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宇
治
茶
業
に
蘭
物
す
る
藩
干
の
地
理
巌
学
的
考
察
（
浮
照
）

二隅明治六年越茶産額分布（久世・綴喜・相楽郡）1点3000斤

を
知
り
得
る
。

　
㈱
　
明
治
以
後
に
於
け
る
茶
業
の
立
地
移
動

　
明
治
初
年
ま
で
の
茶
業
好
況
は
粗
製
濫
造
の
弊
を
生
み
、
海
外
市
場
に
於
け

る
声
価
の
失
墜
を
招
い
た
の
で
萌
治
一
〇
年
代
に
入
っ
て
茶
業
は
輪
出
不
振
に

よ
る
不
況
に
見
舞
わ
れ
、
一
時
全
国
的
に
増
掴
し
た
茶
園
は
そ
の
後
漸
次
整
理

陶
汰
さ
れ
て
、
そ
の
結
果
特
定
地
域
へ
の
生
産
集
申
を
見
る
に
至
る
の
で
あ
る

幅
そ
う
し
莚
程
墜
鍮
麿
於
て
は
・
蘂
の
悪
が
次
第
に
襲
的
に

移
動
す
る
と
い
5
形
を
と
っ
て
あ
ら
わ
れ
た
。

　
第
二
階
を
さ
き
の
第
一
図
と
比
較
す
る
と
、
そ
の
よ
・
う
な
移
蹴
を
か
な
り
明

瞭
に
察
知
し
得
る
。
ご
冨
に
し
て
歎
5
な
ら
ば
、
茶
業
の
重
心
は
溺
治
以
降
西

北
か
ら
東
南
の
方
向
へ
陶
っ
て
、
即
ち
平
坦
部
か
ら
出
間
部
へ
向
っ
て
移
動
し
、

て
き
た
と
蚤
っ
て
よ
い
。
第
二
図
に
あ
ら
わ
し
た
三
郡
の
明
治
六
年
の
産
額
の

5
ち
、
、
平
坦
部
に
属
す
る
も
の
と
山
間
部
に
属
す
る
秀
の
と
の
銘
率
を
求
め
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

ば
六
四
・
六
％
対
三
五
・
四
％
で
平
坦
部
に
多
い
が
、
昭
和
四
年
茶
園
面
積
で

は
そ
の
比
率
が
四
七
。
一
％
対
五
二
・
九
％
と
逆
転
し
、
更
に
昭
和
二
七
年
に

は
面
鋼
幌
で
は
四
〇
。
九
％
晶
刈
一
血
九
。
　
一
％
、
評
麗
験
で
は
一
ご
∩
）
・
点
ハ
％
対
山
ハ
九
・

四
％
と
山
　
聞
部
の
方
が
蓬
か
優
位
に
立
つ
に
至
っ
て
い
る
。
又
綴
覆
鄭
の
み
に

つ
い
て
平
坦
部
（
木
津
川
中
流
）
と
山
闘
部
（
田
原
）
の
産
額
比
箪
を
求
め
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

一
は
紺
明
治
…
　
ご
七
・
へ
八
年
に
は
山
ハ
一
　
・
四
％
と
一
二
入
・
山
ハ
％
で
鼻
め
っ
た
骨
か
、
A
ワ
霞
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
九

（　389　）



　
　
　
　
　
宇
治
茶
業
に
闘
す
る
若
干
の
地
理
巌
ザ
的
考
察
く
浮
冊
）

は
こ
れ
ぶ
三
七
・
六
％
対
六
二
・
四
％
と
隠
避
逆
に
な
っ
て
い
る
。

　
旧
紀
梯
郡
・
隠
宇
治
郡
を
も
加
え
て
、
こ
れ
を
郡
別
数
字
に
よ
っ
て
み
る
な

ら
ば
、
平
坦
部
の
紀
便
郡
（
今
卜
す
べ
て
京
都
市
域
内
）
・
宇
治
郡
（
同
じ
く

京
都
及
び
宇
治
市
域
内
）
・
久
世
郡
（
そ
の
一
概
一
は
今
既
宇
治
市
）
で
は
著
し

い
減
少
が
、
逆
に
山
間
部
を
主
と
す
る
相
楽
郡
で
は
増
加
が
、
申
間
の
綴
蔭
郡

第二表　郡別の茶生薩額推i移（番茶を除く）

1生産額　（エ000貫〉【比　率 （％）

細・・一・・1昭・一・i昭・5－271明・・一・・【昭・一・1昭25－27

O．8

5．　0

11．　2

32．　7

50．　3

3．4

9．2

17．　1

31．　5

44．　2

ユ1．5

11．　6

16．　6

29．　1

31．　2

1．　2

7．1

16．　0

46．　7

71．　8

ユ2．7

34．　4

43．　9

118．　2

ユ65．7

32．　2

32．　4

硅6．3

81．　4

87．　4

締
騨
雄
地
貸
、
計1　279・　・　1　37・・い42・・い・…1・…1・．・・

明31～35及び昭1～5は「京都府茶筒史」P．360～409の統計

表よYSSN。

昭25～27は京都府蚕糸茶業課の統計より弊皮◎但し今日の

京都市宇治市に含まれる旧紀伊郡，旧字治郡，久世郡の分，

及び久世郡城陽町に含まれるもと綴喜郡膏谷村の分は，そ

れぞれもとの行政区画にもとづいて集計しなおした。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
○

で
は
木
津
川
中
流
減
少
・
田
原
増
撫
と
い
う
傾
向
を
辿
っ
て
き
た
。
そ
れ
は
第

二
表
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。
戦
後
の
産
額
が
全
般
的
に
少
い
の
は
、
統
計
…
戴
字

の
不
正
確
、
及
び
大
戦
申
の
強
制
作
付
転
換
に
よ
る
茶
園
減
少
と
管
理
施
肥
の

不
足
に
よ
る
茶
園
荒
廃
の
影
響
が
残
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
が
、
し
か
し
野
業

重
心
の
移
行
傾
向
は
明
瞭
で
あ
り
、
而
し
て
戦
後
の
茶
園
復
旧
増
穂
も
山
間
部

に
於
て
よ
り
速
か
で
あ
る
。

　
か
か
る
重
心
移
動
の
原
困
と
し
て
は
次
の
事
項
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

A
　
現
京
都
市
域
及
び
宇
治
市
域
の
茶
園
は
明
治
以
後
に
お
け
る
都
市
化
作
胆

　
の
拡
大
に
伴
い
、
宅
地
や
学
校
・
工
場
敷
地
と
な
っ
た
り
、
或
い
は
道
路
・

　
鉄
道
用
地
と
な
っ
た
り
し
て
潰
さ
れ
た
も
の
が
少
く
な
か
っ
た
。
か
か
る
地

　
目
変
換
に
よ
る
茶
園
滅
少
は
賦
紀
督
郡
に
於
て
最
電
著
し
い
も
の
が
あ
っ

　
⑳
　
た
（
第
二
表
）
。
　
茶
園
の
主
と
し
て
立
地
す
る
昌
昌
膚
丘
陵
部
は
蓋
し
宅
地

　
や
学
校
用
地
と
し
て
も
好
適
な
条
件
を
提
供
し
た
か
ら
で
あ
る
。

8
　
又
そ
・
翫
で
な
く
て
も
平
旭
部
で
は
、
茶
園
が
創
業
不
況
を
転
機
と
し
て
よ

　
り
有
剰
回
な
作
物
一
、
即
ち
疏
葉
園
芸
（
こ
れ
は
市
街
地
に
近
い
部
分
）
や
…
桃
・

　
梨
等
の
果
樹
栽
培
（
や
や
遠
隔
な
部
分
）
に
転
換
し
た
場
合
が
少
く
な
い
。

　
木
澤
川
中
流
部
は
京
都
の
近
郊
果
樹
地
帯
と
し
て
知
ら
れ
、
殊
に
臓
寺
田
。

　
富
野
荘
・
青
谷
村
（
今
日
い
ず
れ
も
城
陽
町
）
や
多
賀
村
で
は
昭
和
四
年
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
は
総
耕
地
の
五
分
の
一
以
上
が
果
樹
園
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
中
の
少
な
か
ら

（390）



ぬ
部
分
は
明
治
中
期
以
降
茶
隣
か
ら
転
換
し
た
も
の
と
云
わ
れ
て
い
る
（
但

し
果
樹
園
竜
第
二
次
穴
戦
中
碧
し
く
減
少
）
。
　
こ
の
よ
う
に
果
樹
が
茶
を
慮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

閥
の
奥
塊
へ
駆
逐
し
て
行
っ
た
纂
例
は
静
岡
隠
で
も
報
告
さ
れ
て
い
る
。

C
　
蔭
茶
∵
玉
鋸
…
園
は
多
㌦
量
の
施
肥
を
要
す
る
が
、
数
．
†
年
数
百
年
に
…
旦
る
施

　
肥
の
過
多
、
特
に
下
肥
の
多
投
は
茶
園
土
壌
を
瀧
廃
さ
せ
、
今
日
こ
の
よ
5

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
な
荒
廃
茶
園
が
、
特
に
宇
治
地
区
に
於
て
極
め
て
多
い
。
嘗
て
は
宇
治
地
区

　
が
、
京
肥
・
大
阪
肥
を
宇
治
川
及
び
圏
巨
椋
池
の
水
運
を
利
用
し
て
入
手
し

得
た
こ
と
が
茶
業
発
展
の
有
利
な
条
件
で
あ
っ
た
が
、
今
温
で
は
却
っ
て
そ

　
の
こ
と
が
茶
園
を
荒
廃
さ
せ
、
他
作
物
へ
の
転
換
を
余
儀
な
く
さ
せ
る
と
い

　
・
り
結
果
を
生
ん
で
い
る
。
以
上
が
平
坦
部
に
於
け
る
茶
園
減
少
の
主
要
な
原

　
麗
で
あ
る
。

D
．
と
こ
ろ
で
一
方
山
道
部
で
は
、
茶
樹
が
絶
対
に
鳥
獣
害
を
受
け
る
お
そ
れ

　
の
な
い
作
物
で
あ
り
、
又
そ
の
製
晶
（
荒
茶
）
は
例
え
ば
果
実
類
な
ど
と
比

　
べ
れ
ば
至
っ
て
軽
量
で
且
つ
保
存
能
性
が
高
い
の
で
、
交
通
の
便
に
恵
ま
れ

　
ぬ
山
［
聞
部
に
｝
於
て
は
、
茶
業
は
農
艮
の
現
金
収
入
源
と
し
て
極
め
て
軍
要
な

　
役
劇
を
果
す
も
の
と
な
っ
た
。
勿
論
こ
れ
の
み
が
茶
業
発
展
の
要
因
で
は
な

　
い
が
、
良
質
茶
生
産
に
鋸
適
な
自
然
条
件
と
共
に
、
他
作
物
へ
の
依
存
が
困

　
難
な
こ
と
や
又
農
家
の
余
薫
労
力
を
賃
労
働
化
し
得
な
い
こ
と
な
ど
の
事
情

　
が
、
雌
業
経
庶
冨
主
力
の
茶
業
へ
の
集
中
に
一
晒
抽
箪
を
か
け
た
こ
と
は
否
め

　
　
　
　
　
宇
滑
茶
業
に
聾
す
る
叢
干
の
地
理
学
的
考
察
（
浮
頒
）

　
な
い
。
田
原
地
区
・
邸
束
地
区
で
は
茶
園
が
今
臼
総
耕
緬
面
積
の
四
分
の
一

　
強
（
昭
和
隣
年
に
は
三
分
の
一
画
）
を
占
め
、
主
穀
類
は
野
村
共
村
内
自
給

　
す
ρ
り
不
可
能
問
で
∴
あ
h
’
、
鮒
旨
み
ん
ば
田
国
原
村
で
は
農
林
玉
出
蕪
顧
郡
の
論
二
五
％
藷
工
で
忌
“

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
茶
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
る
ほ
ど
で
（
紹
二
六
）
、
農
家
に
そ
の
現
金
収
入
の
殆

　
ど
大
都
分
を
茶
に
依
存
し
て
い
る
と
糞
っ
て
よ
い
。

か
く
し
て
茶
栽
培
は
、
平
坦
部
に
於
て
は
全
般
的
に
そ
の
比
重
を
滅
じ
た
の
に

対
し
、
山
間
部
で
は
ま
す
ま
す
重
要
な
商
晶
作
物
と
し
て
発
展
し
、
結
果
に
於

て
茶
業
の
分
布
重
心
は
平
坦
部
よ
り
山
間
部
へ
と
逐
次
移
動
し
て
き
た
の
で
あ

相楽郡綴喜郡郡
宇
世
罫
久
紹
沿
　
　
脚

70
@
3
0
　
7
0
　
6
0
　
5
0
　
4
0
3
0
　
2
0
　
／
0

昭
和
二
五
払
」

昭
和
元
一
五

朋
治
三
丁
五

昭
和
重
壱

昭
和
　
兀
一
五

開
治
＝
＝
～
王

0一凱遡一魍
％9fi昭肥
　　治　和　和
　　二　　7し　　『
　　了　～季
　　五　五　七

八
一

第三図　郡別製茶種類構成比率の変遷
（黒壇は環茶，斜線は玉露，白地は煎茶）
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宇
活
茶
叢
串
に
関
す
る
若
干
の
地
理
巌
†
的
考
論
崇
（
浮
田
）

る
。
た
だ
平
坦
部
の
5
ち
、
古
典
的
な
茶
産
地
で
あ
る
宇
治
地
区
で
は
、
今
日

依
然
と
し
て
茶
以
外
に
見
る
べ
き
作
物
な
く
、
茶
が
主
要
農
産
と
し
〆
」
固
執
さ

れ
る
が
、
こ
こ
で
は
生
鮮
の
対
象
が
次
条
に
礁
茶
に
華
華
し
て
く
る
傾
向
が
冤

ら
れ
る
。

　
第
三
図
は
郡
別
に
塵
茶
の
種
類
別
構
成
の
変
遣
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
が
、

紀
触
伊
・
鹿
ず
治
・
煽
窓
｝
郡
（
今
日
の
宇
治
地
区
）
で
は
、
茶
園
豆
蔦
の
薯
　
し
い
滋

少
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
結
果
、
茶
の
ろ
ち
で
最
も
集
約
的
な
譲
茶
生
産
、
即
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

反
当
の
栽
培
・
製
造
費
も
、
叉
粗
収
益
も
最
も
高
い
磯
子
の
生
産
に
主
眼
を
注

い
で
き
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
綴
喜
郡
（
田
原
地
区
及
び
木
津

川
中
流
地
区
）
は
玉
露
の
比
率
が
高
ま
っ
て
き
て
い
る
が
、
こ
れ
に
は
宇
治
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

区
に
次
い
で
老
齢
樹
園
の
多
い
こ
と
、
霜
害
予
防
、
大
戦
申
の
公
定
価
格
の
影

響
奮
が
そ
の
原
因
と
豪
ら
れ
・
芳
相
楽
響
終
始
肇
で
あ
る
が
・
他

郡
の
煎
茶
渕
合
の
低
下
に
つ
れ
、
府
下
煎
茶
生
薩
に
於
け
る
相
楽
郡
の
比
重
は

次
棘
弟
に
高
ま
っ
て
き
た
と
云
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
こ
の
よ
5
に
立
地
移
動
ほ
製
茶

種
類
の
変
化
、
磯
茶
・
玉
露
・
煎
茶
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
的
分
業
と
い
ら
経
過
を

内
包
し
つ
つ
進
行
し
た
の
で
あ
る
。

四
　
宇
治
茶
業
の
精
質
と
そ
の
形
成

宇
治
茶
業
の
特
質
は
や
は
り
宇
治
地
区
に
検
て
最
も
典
型
酌
に
現
わ
れ
て
い

八
二

る
。
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
と
こ
ろ
が
ら
竜
推
察
さ
れ
る
よ
5
に
、
宇
治
地
区

が
和
束
地
区
そ
の
他
に
対
し
て
自
ら
を
区
別
し
、
特
質
づ
け
て
き
た
過
程
は
、

と
り
竜
な
お
さ
ず
宇
治
茶
器
が
静
岡
は
じ
め
全
薄
茶
業
に
請
し
て
今
日
ま
で
形

成
し
て
き
た
と
こ
ろ
の
そ
の
特
質
を
象
徴
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
次
に

宇
治
地
区
を
中
心
と
し
て
宇
治
漁
業
経
営
の
特
質
を
、
検
討
し
て
ゆ
き
た
い
。

　
明
治
末
期
か
ら
大
正
初
期
に
か
け
て
お
こ
っ
た
製
造
工
程
の
機
械
化
は
、
た

と
え
如
何
に
幼
稚
な
も
の
で
あ
っ
た
に
せ
よ
、
や
は
り
操
業
に
と
っ
て
一
種
の

産
業
革
命
で
あ
っ
た
。
こ
の
機
械
化
を
契
機
と
し
て
従
来
の
茶
業
農
民
は
二
つ

の
方
向
へ
分
化
し
て
行
っ
た
。
即
ち
或
程
度
以
上
の
茶
園
規
模
（
通
常
三
～
五

反
以
上
）
を
竜
ち
、
ま
た
そ
れ
網
応
の
資
本
蓄
積
を
賛
す
る
富
農
層
は
自
ら
機

械
を
購
入
し
て
「
荒
茶
工
場
主
」
と
な
り
得
た
が
、
（
但
し
そ
れ
が
た
め
に
栽

培
部
門
を
捲
棄
す
る
こ
と
は
な
く
、
所
謂
「
自
計
嵐
製
し
を
行
う
）
、
以
下
の
下

層
農
は
製
造
部
門
か
ら
脱
落
し
て
、
収
穫
し
た
生
葉
を
そ
の
ま
ま
荒
茶
工
場
主

へ
売
渡
す
「
生
葦
蟹
匹
へ
顯
落
す
る
か
、
或
い
は
荒
茶
工
場
の
共
同
経
営
を
行
う

か
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
こ
う
し
た
分
化
が
静
岡
は
じ
め
全
国
茶
業
地
に
あ
ら

　
　
　
　
　
　
⑳

わ
れ
た
の
で
、
あ
る
が
、
宇
治
に
於
て
は
若
干
そ
の
事
情
を
異
に
し
た
。
こ
こ
で

は
高
級
茶
生
産
の
故
に
生
葉
の
品
質
如
何
が
最
終
製
晶
に
ま
で
鋭
敏
に
影
響
す

る
こ
と
そ
の
他
の
事
情
に
よ
っ
て
、
生
葉
の
叢
ま
で
は
商
偏
化
さ
れ
難
く
、
従

っ
て
「
生
葉
売
」
の
広
汎
な
創
出
が
妨
げ
ら
れ
、
零
細
層
の
一
部
が
「
委
託
加
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工
」
　
（
荒
茶
工
揚
主
に
生
葉
の
賃
揉
み
を
委
託
す
る
）
と
い
う
妥
協
肱
剛
な
形
能
μ

に
辛
弓
じ
て
踏
み
止
ま
る
。
共
同
製
造
も
個
人
的
な
小
規
模
な
共
同
で
、
静
岡

の
よ
う
に
協
同
組
合
組
織
に
よ
る
大
規
模
な
共
同
化
の
例
は
少
い
。
第
三
表
は

字
治
に
於
け
る
生
葉
売
の
僅
少
、
共
問
経
営
の
劣
勢
を
受
納
に
示
し
て
い
る
。

而
し
て
零
細
層
の
よ
り
多
く
の
部
分
は
製
造
部
門
か
ら
脱
落
す
る
ば
か
り
で
な

く
、
聖
業
そ
の
も
の
か
ら
疎
外
さ

れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

　
宇
治
市
小
倉
の
延
宝
七
年
検
地

帳
に
よ
れ
ば
、
当
時
小
倉
の
総
反

溺
中
茶
園
が
一
一
一
・
三
％
を
占
め
、

ま
た
そ
の
反
別
は
今
次
大
戦
前
と

略
≧
幸
し
い
も
の
で
あ
っ
た
こ
と

は
す
で
に
述
べ
た
が
、
そ
れ
を
人

別
に
整
理
す
る
と
検
地
帳
の
登
録

　
　
　
　
　
⑳

入
員
一
ご
二
詣
ル
名
の
中
一
山
ハ
ニ
名
謝
ま

で
が
茶
園
を
上
巳
し
、
殊
に
総
耕

地
規
模
七
反
以
上
の
各
層
で
は
全

戸
が
、
五
～
七
反
層
で
も
大
部
分

が
茶
園
経
営
に
従
事
し
て
い
た
こ

第三表　業態別茶業者数比較

中売鯨劇黒丸量器黒蓋嚢底
15

521

　　　4

1，　37cj

　　sor6

19，　269

33
@
4
2

9
　
β

　
　
6

　　　228

38．59＆
　　’

治
　
岡

宇
　
静

宇治は宇漁市，久世郡，綴喜郡の合計（昭27，京都虜：

蚕糸茶業課の資料による）。

瀞陶は全県（昭23∫　全販連茶業統計による）。

共同製造はそれに加わる農家の数であって，製造場の

数ではない。霞園自製には委託加工春を含んでいる。

掌
・
治
茶
内
粟
に
闇
闘
す
る
若
干
の
地
理
堂
・
的
…
考
察
（
浮
田
）

と
が
判
明
す
る
。
試
み
に
五
反
以
上
の
全
戸
に
つ
い
て
、
各
≧
の
持
つ
水
田
反

別
と
茶
園
反
荊
の
関
係
を
示
す
と
第
四
図
A
の
如
く
な
る
。
殆
ど
の
農
家
が
水

田
と
茶
園
の
双
方
を
経
営
し
、
両
者
の
規
模
は
互
に
略
麦
正
の
慰
撫
を
侍
し
て

お
り
、
茶
圏
は
氷
田
の
コ
分
の
一
乃
至
三
分
の
一
で
、
茶
園
が
水
田
よ
り
大
き

な
場
合
は
皆
無
に
近
い
。
と
こ
ろ
が
明
治
中
期
に
至
る
と
、
茶
園
経
営
を
鴬
む

農
家
は
総
農
家
数
約
一
五
〇
陣
中
の
四
〇
戸
余
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
、
更
に
そ

れ
が
今
臼
で
は
一
七
戸
に
ま
で
減
少
し
て
い
る
。
今
質
の
そ
の
一
七
戸
の
み
に

つ
い
て
茶
園
規
模
と
水
田
規
模
と
の
関
係
を
各
戸
の
茶
盆
醜
態
と
共
に
示
し
た

の
が
第
四
図
丑
で
あ
る
。
延
宝
の
そ
れ
と
異
り
今
日
で
は
、
両
者
は
む
し
ろ
負

の
離
開
を
一
不
し
、
二
業
経
営
に
重
点
を
置
く
「
荒
茶
工
場
主
」
　
（
そ
の
申
主
要

な
亀
の
は
問
鷺
を
兼
鴬
）
と
、
む
し
ろ
水
田
に
重
き
を
置
い
て
黙
想
は
副
業
的

に
営
む
「
委
託
加
工
」
農
家
と
、
更
に
図
に
は
現
わ
れ
て
い
な
い
が
、
す
で
に

茶
業
か
ら
完
全
に
離
脱
し
て
、
水
田
作
中
心
或
い
は
賃
労
働
兼
業
に
移
行
し
た

多
数
の
農
家
と
に
分
化
し
て
い
る
。

　
次
に
参
考
の
た
め
に
、
数
年
繭
宇
治
と
静
岡
で
略
女
時
を
同
じ
く
し
て
行
わ

れ
た
コ
つ
の
精
密
な
実
態
調
査
－
一
つ
は
内
山
∵
石
黒
家
士
に
よ
っ
て
行
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

れ
た
斬
静
岡
県
牧
の
原
の
K
村
の
調
査
（
昭
和
二
四
年
三
月
）
、
二
つ
は
山
岡
教

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

授
そ
の
他
に
よ
る
宇
治
市
木
幡
の
調
査
（
昭
和
二
四
年
九
月
）
1
－
1
の
結
果
を

比
較
し
て
み
る
。
両
調
査
が
分
析
し
た
す
べ
て
の
点
に
亘
っ
て
こ
こ
で
検
討
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
三
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劃
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　　旋

　
八
隣

る
い
と
ま
は
な
い
が
、
夫

々
に
附
さ
れ
た
詳
細
な
附

表
か
ら
私
は
第
四
表
を
得

た
。
そ
れ
に
よ
る
と
農
家

数
は
漁
ハ
に
点
ハ
（
）
一
戸
足
や
り
ギ
ブ

で
略
、
．
等
し
く
、
又
全
耕

地
中
の
茶
園
比
率
も
共
に

五
〇
％
前
後
で
等
し
い
。

と
こ
ろ
が
静
岡
で
は
全
農

家
が
茶
闘
を
経
営
し
て
い

る
の
に
対
し
、
宇
治
で
は

茶
園
経
営
を
行
う
の
は
全

農
家
の
約
…
半
数
に
す
ぎ
な

い
。
茶
園
に
タ
ッ
チ
し
な

い
爾
余
の
半
数
、
は
殆
ど
が

五
反
乗
満
の
零
紬
層
で
あ

り
、
大
低
賃
労
働
兼
業
で

あ
る
。
醐
も
茶
園
面
積
の

過
坐
－
一
〇
・
山
ハ
町
骨
か
僅
か
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第　　四　　表

1舗麟蔀
　　　　　　　　i　町　1　町
　　　　　　　　に　　　　　　　　　ミ

59戸

59戸

oo．　o％

55戸C総農家戸数

D内茶離炉刺2炉
騨（D／c　　　×　100）｝・9・・％

Dの茶騨経営西積広狭別戸置

戸22

Q4

W
5

炉
9
壌
1
2

ユ　～3反
3反～5反

5反～ユ町

1町～3町

3町～6町

Kホすの調査は1一｝・Y二二部1客について二行’

われたが，ここではその申Y一部落のみ
をとりあげる

三
戸
（
五
・
履
町
と
三
・
八
町
と
一
・
四
町
）
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
て
い
る

（
こ
の
三
戸
と
亀
照
隠
兼
営
で
あ
る
こ
と
に
注
意
）
。

　
以
上
の
検
討
か
ら
、
次
の
よ
う
な
事
笑
を
宇
治
茶
業
経
営
に
あ
ら
わ
れ
た
潔

し
い
特
色
と
し
て
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
e
　
茶
壷
戸
数
の
著
し
い
滅
少
一
茶
圏
経
営
の
集
中
　
　
小
倉
に
起
て
茶
園

面
積
は
最
近
ま
で
殆
ど
変
化
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
に
奄
掬
わ
ら
ず
茶
業
者

が
署
し
く
滅
少
し
た
こ
と
、
換
言
す
れ
ば
嘗
て
は
等
し
く
茶
業
に
参
事
し
て
い

た
農
家
の
多
く
が
融
業
か
ら
離
脱
し
た
こ
と
、
そ
の
5
ち
江
戸
時
代
中
期
か
ら

明
治
初
年
に
至
る
ま
で
の
過
程
や
理
由
に
つ
い
て
は
明
確
に
し
得
な
い
（
勿
論

　
　
　
　
　
宇
漁
茶
業
に
闘
す
る
藩
干
の
地
理
学
麟
…
考
察
（
浮
田
）

畿
内
先
進
地
の
噂
し
い
驚
偽
垂
垂
厨
分
化
と
の
…
一
連
は
予
想
さ
れ
る
）
が
、
明
治

以
後
の
減
少
一
集
中
に
対
し
て
は
次
の
よ
5
な
考
察
が
訂
態
で
あ
る
。

　
先
ず
考
え
ね
ば
な
ら
ぬ
の
は
明
治
一
〇
年
代
以
後
に
於
て
醗
弐
起
つ
た
茶
業

不
況
の
打
撃
と
、
機
械
化
を
契
機
と
す
る
零
細
閣
の
脱
落
で
あ
る
、
「
二
三
憎
怨

の
成
立
し
に
く
い
宇
治
に
あ
っ
て
は
、
零
細
経
町
者
は
賃
換
み
か
共
同
製
造

に
よ
っ
て
残
存
し
た
少
数
を
除
い
て
は
、
生
葉
で
は
な
く
茶
園
そ
の
も
の
を
大

経
営
に
売
り
渡
し
て
茶
業
経
営
か
ら
全
薦
的
に
脱
落
し
て
行
っ
た
。
か
か
る
脱

曲洛

ﾍ
前
節
に
述
べ
た
如
く
宇
脚
韻
地
区
が
極
度
に
幽
集
約
的
な
茶
園
管
一
理
を
必
要
と

す
る
鼠
茶
生
産
に
集
申
し
て
き
た
こ
と
に
よ
っ
て
一
麟
抽
車
を
か
け
ら
れ
た
と

考
え
ら
れ
る
。
宇
治
の
高
級
茶
生
産
に
於
け
る
反
墨
生
塵
費
は
、
水
田
稲
作
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

そ
れ
の
約
六
倍
に
も
及
び
、
そ
し
て
茶
は
景
気
の
変
鋤
が
激
し
い
の
で
収
益
は

年
肉
高
下
す
る
。
こ
の
こ
と
は
零
細
農
家
の
不
況
に
封
ず
る
抵
抗
や
叉
片
手
間

の
副
業
的
な
事
業
経
営
の
存
続
を
困
難
な
も
の
に
し
、
況
や
一
宇
業
農
戻
が
干

た
に
茶
栽
培
を
は
じ
め
る
こ
と
な
ど
不
可
能
に
近
い
。
且
つ
宇
治
茶
業
に
は
半

ば
伝
統
的
に
伝
え
ら
れ
る
高
縫
の
特
殊
技
術
と
綿
密
驚
倒
な
管
理
と
が
欠
く
べ

か
ら
ざ
る
も
の
で
あ
っ
て
み
れ
ば
、
例
え
ば
茶
業
熱
心
な
当
主
が
憩
麺
し
て
後

継
者
が
無
い
よ
5
な
叢
叢
に
も
、
農
罠
の
茶
業
か
ら
の
離
脱
は
充
分
お
こ
る
の

で
あ
る
。
而
し
て
宇
治
地
区
は
宇
治
市
自
体
の
都
市
化
及
び
京
都
市
と
の
位
鷺

約
近
獲
の
故
に
、
た
と
え
茶
園
を
拠
粟
し
た
と
し
て
も
容
易
に
他
に
麿
利
な
兼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
五

（　3gor　）



　
　
　
　
　
宇
治
茶
藁
に
関
す
る
若
干
の
地
理
栄
的
考
察
（
浮
風
）

業
が
得
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
も
、
か
か
る
脱
落
を
消
樋
的
に
で
は
あ
る
が
促

進
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
茶
業
者
数
の
減
少
一
大
経
営
に
よ
る
小

経
嘗
の
駆
逐
は
宇
治
地
区
全
般
に
生
じ
た
の
で
あ
っ
て
、
揖
宇
治
・
久
世
両
郡

の
茶
業
者
数
は
明
治
三
一
～
五
年
の
一
八
一
一
九
戸
か
ら
昭
和
元
～
五
年
の
七
〇

九
一
戸
、
昭
　
和
二
七
年
に
「
は
山
ハ
〇
一
二
葛
「
に
「
詣
ま
で
呼
量
少
し
て
い
ワ
Q
。

　
⇔
茶
商
資
本
の
優
位
と
そ
の
栽
培
・
製
造
面
へ
の
進
出
　
　
一
般
に
茶
商

一
問
屋
は
荒
茶
の
集
荷
及
び
再
製
（
精
選
加
工
）
に
当
る
の
が
本
邦
茶
業
に
於

け
る
通
常
の
在
り
方
で
あ
る
が
、
宇
治
の
茶
器
は
多
く
自
ら
も
茶
園
を
経
営
し

て
製
造
に
当
り
、
し
か
も
茶
商
は
こ
の
面
に
於
て
も
最
も
優
越
τ
た
地
位
を
占

め
る
こ
と
は
、
前
記
小
倉
丁
木
幡
の
実
態
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
即
ち
農
艮

で
あ
る
と
同
時
に
諺
語
で
あ
る
と
い
う
特
、
殊
な
性
絡
を
宇
治
茶
商
は
持
つ
の
で

あ
る
が
、
こ
れ
を
農
民
と
し
て
考
え
る
場
合
、
宇
治
で
は
年
に
ご
蘭
一
番
茶
し

か
摘
ま
ず
（
静
岡
で
は
凶
番
茶
ま
で
摘
む
）
労
働
の
季
節
的
配
分
が
あ
ま
り
に

偏
在
す
る
の
で
、
栽
培
・
製
造
過
程
の
み
を
行
5
一
般
農
民
は
荒
業
を
専
業
化

す
る
こ
と
が
困
難
な
の
に
対
し
、
正
意
操
業
の
可
能
な
再
製
工
程
を
兼
営
す
る

彼
等
は
膚
利
で
あ
り
、
又
一
般
農
晟
が
通
常
生
塵
時
夜
に
す
べ
て
販
売
し
て
し

ま
5
の
に
対
し
、
彼
等
は
年
聞
に
わ
た
っ
て
茶
価
の
変
動
を
顧
賢
し
つ
つ
茶
を

市
場
へ
出
す
こ
と
そ
の
他
茶
商
兼
営
囲
に
伴
・
う
有
利
は
、
つ
ま
る
と
こ
ろ
栽
培
・

製
造
面
に
於
い
て
も
彼
等
を
優
位
に
立
た
せ
る
の
で
あ
り
、
真
盛
入
と
し
て
考

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
六

え
る
場
合
、
彼
等
が
同
時
に
農
昆
で
あ
っ
て
毎
年
自
己
の
才
覚
と
心
ゆ
く
ま
で

の
丹
誠
を
以
て
理
想
的
に
作
り
上
げ
た
自
製
茶
を
持
つ
こ
と
は
、
一
般
農
民
か

ら
の
荒
茶
購
入
の
際
に
大
き
な
強
味
を
発
揮
す
る
の
で
あ
る
。
更
に
聞
屋
は
一

　
　
　
　
　
　
　
　
い
れ
っ
け

般
農
罠
と
の
聞
に
「
入
付
し
と
称
す
る
荒
茶
販
引
の
特
約
闘
士
を
結
ん
で
い
る
。

宇
治
市
の
某
茶
商
の
場
含
、
取
扱
う
荒
茶
の
5
ち
自
製
の
も
の
は
一
割
、
仲
買

人
を
経
て
購
入
す
る
も
の
四
割
、
翁
付
に
よ
る
も
の
五
割
と
云
い
、
又
欝
欝
三

七
蘇
の
調
査
結
果
に
よ
れ
ば
、
仕
入
先
の
固
定
」
て
い
る
亀
の
、
即
ち
入
付
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

結
ん
で
い
る
も
の
が
約
七
〇
％
を
占
め
て
い
る
。
か
か
る
流
通
過
程
に
於
け
る

因
製
的
な
特
約
関
係
の
存
続
は
、
生
塵
者
に
と
っ
て
は
一
面
不
況
時
に
於
け
る

保
険
的
な
役
捌
を
も
つ
の
で
あ
る
が
、
伝
統
的
な
「
合
し
の
秘
術
と
共
に
、
茶

商
の
強
い
統
制
力
を
一
層
働
か
し
難
い
も
の
に
し
て
い
る
。
更
に
は
又
、
昭
和

一
〇
年
前
後
の
再
製
工
程
の
機
械
化
促
進
（
例
え
ば
電
気
撰
別
機
の
課
徴
）
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
り

茶
商
の
再
製
能
力
を
著
し
く
拡
大
し
、
従
来
の
「
撰
騒
仲
買
」
　
（
多
数
の
婦
女

子
を
雇
傭
し
て
荒
茶
を
手
で
離
別
さ
せ
て
か
ら
茶
器
に
渡
す
仲
買
人
で
、
相
楽

郡
の
上
狛
な
ど
に
多
か
っ
た
）
の
介
入
を
排
除
す
る
こ
と
が
で
き
、
又
最
近
で

は
冷
蔵
庫
の
設
擾
等
、
問
屋
の
主
導
性
は
益
≧
高
め
ら
れ
つ
つ
ザ
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
京
都
府
南
…
部
に
於
け
る
か
か
る
留
書
は
大
小
約
一
．
五
〇
軒
を
数
え

る
が
、
そ
れ
ら
の
申
主
要
な
も
の
は
大
都
分
が
宇
治
地
区
に
あ
っ
て
、
あ
と
若

干
が
木
津
川
三
流
地
区
と
田
原
地
区
と
に
あ
る
。
既
述
の
如
く
維
漸
に
起
て
茶

（　396　）



業
指
溝
層
の
交
代
は
あ
っ
た
け
れ
ど
も
、
又
茶
園
面
積
・
産
額
は
次
、
第
に
山
間

部
へ
そ
の
重
心
が
移
行
し
つ
つ
あ
る
け
れ
ど
も
、
数
百
年
の
伝
統
を
受
け
継
い

だ
宇
治
地
区
の
主
導
性
は
今
ヨ
も
尚
引
き
つ
が
れ
て
い
る
と
云
っ
て
よ
い
。

五
　
あ
と
が
き

　
ヨ
本
に
焚
け
る
茶
業
の
発
展
に
は
、
明
ら
か
に
地
域
的
に
異
っ
た
幾
つ
か
の

類
型
が
あ
る
よ
5
で
あ
る
。
私
は
嘗
て
ホ
邦
茶
業
の
一
つ
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

し
て
滋
賀
県
の
場
合
を
検
討
し
た
際
、
本
邦
茶
業
の
登
展
に
は
宇
治
型
と
静
岡

r
型
と
で
も
呼
ぶ
べ
き
異
っ
た
類
型
が
あ
る
こ
と
を
そ
こ
に
見
出
し
た
。
更
に
叉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

鹿
児
島
型
と
い
5
発
展
方
向
も
考
え
ら
れ
て
い
る
。
徒
ら
な
る
類
型
化
は
却
っ

て
危
険
で
あ
る
が
、
種
々
の
異
っ
た
発
展
の
様
相
を
地
域
的
な
分
析
の
申
に
理

解
し
て
ゆ
こ
う
と
す
る
行
き
方
は
正
し
い
で
あ
ろ
ら
。
た
だ
そ
の
場
合
注
意
す

べ
き
こ
と
は
、
茶
に
隈
ら
ず
何
か
一
つ
の
作
物
栽
培
を
対
象
と
し
て
、
そ
の
錯

展
の
申
に
地
域
的
な
特
質
や
型
を
考
え
て
ゆ
く
際
、
そ
れ
を
た
だ
そ
の
作
物
自

体
に
試
す
る
も
の
と
し
て
で
は
な
し
に
、
広
く
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
全
体
約
な

構
造
の
中
に
於
て
、
即
ち
昏
地
域
社
会
の
基
本
的
な
特
質
と
の
つ
な
が
り
に
於

て
理
解
し
て
ゆ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
》
つ
こ
と
で
あ
る
。

　
そ
の
意
味
に
於
て
、
宇
治
茶
業
の
特
質
の
由
来
を
た
だ
そ
れ
が
宍
粟
・
王
露

な
ど
の
高
級
茶
生
産
を
主
と
す
る
こ
と
に
求
め
、
そ
れ
の
み
を
過
大
に
強
調
す

　
　
　
　
　
宇
治
茶
業
に
目
す
る
著
干
の
地
理
学
的
考
察
○
禅
田
）

る
こ
と
は
婁
は
正
し
く
な
い
。
と
い
5
の
は
、
た
と
え
ば
磯
茶
煙
毒
に
於
て
、

鍛
近
愛
知
県
、
特
に
西
羅
市
を
申
心
と
す
る
そ
れ
が
目
ざ
ま
し
い
発
展
を
遂
げ
、

愛
知
県
の
磯
茶
丸
額
は
京
都
府
の
そ
れ
と
ほ
ぼ
種
敵
す
る
ま
で
に
至
っ
て
い
る

が
（
昭
和
二
五
～
七
年
平
均
、
京
都
一
八
、
八
○
○
貫
、
愛
知
一
七
、
四
〇
〇

貫
、
両
者
含
わ
せ
て
全
国
の
九
七
％
）
、
所
謂
臼
本
デ
ン
マ
ー
ク
地
帯
の
衛
…
緑

に
あ
た
る
こ
の
西
尾
の
茶
業
は
決
し
て
古
い
亀
の
で
は
な
く
、
矢
作
川
沿
岸
の

広
い
洪
積
層
台
馳
に
展
開
す
る
そ
の
茶
園
は
主
と
し
て
明
治
後
期
か
ら
大
正
・

難
に
か
け
て
拡
著
て
行
っ
た
も
の
甲
し
か
も
最
近
で
監
置
予
防
の
た

め
の
誘
蛾
燈
の
設
概
や
、
覆
を
架
す
る
た
め
の
竹
柱
を
コ
ン
ク
リ
ー
ト
柱
に
代

え
る
な
ど
、
幾
多
の
技
術
的
進
歩
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
霧
隠
茶
業
の
発
展
は
、

何
よ
り
も
先
ず
、
す
ぐ
れ
て
商
晶
銀
鍔
的
な
寅
海
地
方
農
業
の
全
体
的
な
特
質

の
中
に
と
ら
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
そ
れ
に
対
し
宇
治
茶
業
は
敢
え
て

云
う
な
ら
ば
ま
こ
と
に
京
都
的
な
、
例
え
ば
絹
織
物
に
於
け
る
西
陣
織
、
陶
磁

器
業
に
於
け
る
清
水
焼
な
ど
と
甚
だ
類
似
し
た
性
格
を
持
つ
も
の
と
傭
え
る
。

即
ち
共
に
古
い
発
展
の
歴
輿
を
も
ち
、
伝
統
的
な
技
術
と
名
声
を
た
の
み
つ
つ
、

上
層
階
級
の
嗜
好
的
需
要
と
結
び
つ
い
て
発
展
し
て
き
た
、
そ
の
特
異
な
歴
史

的
牲
絡
…
の
亀
と
に
理
解
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
し
か
し
乍
ら
本
稿
は
、
そ
う
し
た
考
え
に
立
っ
て
宇
治
茶
業
の
特
質
を
総
合

的
に
明
ら
か
に
す
る
に
は
、
そ
の
襲
付
け
と
な
る
調
査
や
資
料
が
あ
ま
り
に
不

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
七

（397）



　
　
　
　
　
宇
治
茶
業
に
関
す
る
若
干
の
地
理
掌
的
考
察
（
浮
田
）

充
分
で
あ
り
、
単
な
る
二
、
三
の
覚
激
晒
き
程
度
に
終
っ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
れ

を
一
つ
の
踏
み
石
と
し
て
他
日
更
に
、
全
国
的
に
茶
業
地
の
形
成
発
展
を
明
ら

．
か
に
し
て
行
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
終
り
に
の
ぞ
み
終
始
御
懇
篤
な
御
揖
導
を
賜
っ
た
炭
量
大
学
織
田
、
藤
岡
両

教
授
、
西
村
助
教
授
、
叉
同
経
済
学
部
山
岡
教
授
、
農
学
部
三
橋
教
授
、
更
に

は
調
査
に
当
っ
て
種
類
の
獅
ロ
慢
宜
と
御
教
示
を
い
た
だ
“
た
非
余
叢
小
関
係
公
私
各

位
に
潔
甚
な
謝
慧
を
捧
げ
た
い
。

㊦
谷
岡
武
雄
「
宇
治
茶
の
労
働
力
の
特
色
と
そ
の
季
節
的
移
動
」
地
理
学
評

論
二
三
ノ
ニ
・
三
・
四
・
五
　
　
②
　
京
都
府
無
業
地
域
の
地
域
区
分
は
す
で

に
、
谷
岡
「
前
掲
①
」
に
於
て
も
な
さ
れ
て
お
り
（
八
地
域
に
区
分
）
、
又
郡

瑚
の
茶
器
特
性
の
詳
細
な
比
較
も
行
わ
れ
て
い
る
（
林
美
雄
「
京
都
府
に
お
け

る
茶
圃
経
営
の
地
域
性
に
つ
い
て
の
一
考
察
し
農
業
と
経
済
一
八
ノ
五
）
の
で
、

こ
こ
で
は
比
較
デ
ー
タ
の
列
挙
は
省
識
す
る
。
　
③
こ
の
錦
蔦
、
平
坦
部

と
激
っ
て
も
茶
園
が
平
坦
な
沖
積
層
上
に
立
地
す
る
わ
け
で
は
勿
論
な
い
が
、

概
し
て
茶
國
の
傾
斜
は
山
間
部
よ
P
緩
や
か
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
が
茶
園
に
需
復

を
か
け
る
こ
と
の
技
術
的
基
礎
を
な
し
て
い
る
。
　
①
昭
和
二
一
年
現
在
、

京
撚
W
府
全
体
の
非
余
論
警
士
の
中
、
樹
令
一
〇
〇
年
以
上
の
落
か
園
は
一
三
％
（
全
国

腿
業
会
「
昭
和
二
一
年
野
業
統
計
」
三
四
一
五
菅
ハ
）
。
こ
の
比
率
は
難
治
地
区
の

み
で
は
遙
か
に
高
く
な
る
。
た
と
え
ば
旧
小
倉
村
で
は
六
三
％
が
樹
令
八
○
年
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぱ
い
る

以
上
（
昭
和
二
山
ハ
止
役
揚
㎎
調
べ
）
。
　
　
⑤
　
嘗
て
七
三
で
手
操
み
を
行
っ
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぽ
い
ろ

た
時
代
に
、
強
靱
な
和
紙
は
傭
糟
頬
に
貼
る
た
め
に
使
っ
て
し
ま
っ
た
か
ら
で
あ

る
と
い
う
。
　
④
曇
霞
市
上
林
種
太
郎
氏
歳
　
⑦
安
達
南
窓
吉
「
京

都
府
茶
業
史
」
（
昭
九
）
。
三
矯
時
雄
「
維
新
前
後
の
茶
業
」
経
済
史
研
究
二
〇

ノ
ニ
。
以
下
特
に
断
ら
ぬ
限
「
り
、
江
」
戸
時
代
宇
治
茶
紫
据
に
つ
、
い
て
の
記
述
は
主

と
し
て
右
｝
両
土
肥
に
よ
る
。
　
　
③
　
ザ
殖
師
の
一
家
で
あ
っ
た
上
林
牛
伽
家
系
図

（
争
治
市
上
林
種
太
郎
三
蔵
）
に
よ
る
。
厳
密
な
史
料
批
判
の
前
に
或
い
は
堪

え
得
ぬ
も
の
で
あ
る
か
も
知
れ
ぬ
が
、
そ
の
系
函
の
艶
載
事
項
は
当
時
の
『
茶

師
』
　
の
性
籍
を
よ
く
示
し
て
い
る
。
　
即
ち
、
　
同
家
は
仙
台
藩
の
御
用
を
つ
と

め
、
毎
」
牛
闘
茶
を
論
じ
た
の
で
あ
る
が
、
た
め
に
㎜
回
議
よ
り
十
人
扶
持
米
を
瓢
帽

せ
ら
れ
た
ほ
か
、
醗
…
、
．
金
子
の
拝
領
・
拝
僧
…
を
仰
ぎ
、
又
元
禄
十
㌘
年
二
二
大

火
に
よ
っ
て
居
宅
類
焼
の
儒
岬
は
、
京
都
二
一
台
㎝
麗
輔
よ
P
四
点
迷
、
豪
∵
・
懸
板
・
大

工
・
人
足
等
を
賜
わ
っ
た
。
　
　
⑨
　
田
中
忠
三
郎
氏
交
欝
（
京
大
國
班
学
研

究
野
田
蔵
）
　
　
⑩
　
崇
艮
本
灰
也
「
．
近
世
封
建
社
会
と
近
代
的
自
営
農
の
諸

問
題
」
公
刊
社
会
科
学
篇
二
集
。
又
上
林
種
太
郎
氏
蔵
『
内
々
悲
・
歎
願
候
口
上

轡
』
　
（
但
し
年
代
不
詳
）
に
は
「
…
…
当
宇
治
郷
…
…
田
代
少
く
御
茶
關
畑
作

畷
漏
り
て
御
年
貢
地
網
銀
雪
之
上
目
解
飯
米
迄
も
他
所
…
よ
り
買
入
仕
・
一
：
：
」
と
あ
る
。

⑪
　
し
か
し
商
晶
化
の
ル
ー
ト
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
茶
師
は
た
だ
茶
を
献
上

す
る
の
み
で
、
販
亮
す
る
こ
と
は
『
町
売
り
』
す
る
と
て
蔑
ん
だ
と
云
わ
れ
る

が
、
譜
属
御
抱
茶
師
に
は
一
国
売
サ
と
称
し
て
諸
侯
の
領
内
に
於
け
る
茶
の
専

売
権
が
与
え
ら
れ
た
も
の
も
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
事
実
上
茶
師
が
問
犀
的
な
色

彩
を
持
っ
て
い
た
と
考
え
る
こ
と
は
不
当
で
は
な
い
。
し
か
し
商
晶
化
の
ル
ー
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ト
は
す
べ
て
茶
師
を
経
由
す
る
も
の
で
あ
っ
た
か
、
又
は
そ
の
他
に
在
郷
商
人

的
な
画
商
が
生
れ
て
い
た
か
否
か
に
つ
い
て
は
判
明
し
な
い
。
　
　
⑫
　
宇
治

由
串
小
食
…
町
池
本
甚
次
郎
氏
蔵
　
　
⑬
　
そ
わ
以
細
別
の
茶
は
磯
茶
　
か
さ
竜
な
く
ば

釜
黙
製
黒
茶
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
こ
の
蒸
製
煎
茶
製
渋
が
発
明
さ
れ
る
や
、

こ
の
製
法
は
『
宇
漁
製
』
と
呼
ば
れ
て
全
国
に
伝
わ
り
、
本
邦
製
茶
法
の
特
質

と
な
っ
た
。
　
　
⑭
　
蕊
瓶
孝
子
「
農
家
家
内
工
臨
果
の
変
遷
過
灘
【
し
（
昭
一

九
）
一
一
七
一
八
頁
　
⑮
た
と
え
ば
コ
黒
郡
府
鐙
鍬
郡
誌
」
（
大
九
）
一

一
七
頁
。
又
明
治
初
期
の
責
㎝
仙
二
房
闘
拓
に
際
し
て
四
〇
町
の
茶
一
図
が
鞭
旧
墾
さ
れ

た
麟
・
実
（
欝
…
閏
武
雄
。
谷
岡
武
雄
「
山
尽
篇
エ
肘
下
澱
仙
一
男
の
開
拓
と
現
状
」
臼
本

史
研
究
五
）
な
ど
も
、
当
時
の
そ
う
し
た
轄
…
勢
を
物
据
る
。
和
束
地
区
の
中
、

最
も
古
い
茶
業
地
で
あ
る
東
和
束
村
艶
出
部
落
に
於
て
す
ら
、
海
尉
一
〇
〇
年

生
以
上
の
茶
園
は
僅
か
一
覧
割
に
す
ぎ
な
い
。
　
　
⑳
　
”
辻
徳
島
煕
蝋
百
会
「
耳
利
右

衛
門
翁
」
　
（
昭
八
）
二
一
－
四
頁
　
　
（
④
　
田
原
村
潮
見
久
右
衛
門
氏
蔽

⑱
拙
稿
「
滋
賀
喋
の
茶
業
」
人
文
地
理
四
ノ
五
⑲
「
昭
和
四
年
農
業

調
査
結
果
報
告
」
⑳
「
山
城
園
綴
婁
郡
誌
」
（
明
四
｝
）
；
…
五
i
七
頁

⑳
伏
見
・
深
草
を
悪
心
と
す
る
旧
紀
伊
郡
の
都
市
化
過
程
に
つ
℃
、
は
藤
岡

謙
二
郎
「
明
泊
以
後
の
京
都
市
域
形
成
に
闘
す
る
都
山
巾
地
理
挙
的
考
察
」
典
林

三
六
ノ
ニ
に
詳
し
く
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
　
⑳
　
「
前
掲
⑲
」
　
⑳
伊

藤
郷
平
「
口
本
農
紫
琳
に
於
け
る
労
働
糠
…
造
の
地
理
巌
†
的
研
究
i
特
に
興
津
川

谷
の
商
業
的
農
業
地
域
の
揚
合
」
愛
知
学
芸
大
学
地
理
学
報
告
第
閥
号

⑳
　
川
口
桂
三
郎
「
荒
廃
茶
園
に
つ
い
て
」
農
業
と
経
済
　
七
ノ
一
〇
、
及
び

掌
・
漁
茶
駕
粟
に
闘
…
す
る
若
干
の
地
理
学
的
考
隷
黙
（
浮
田
）

大
杉
繁
・
吉
江
修
司
「
山
城
地
方
に
於
け
る
荒
廃
奮
闘
に
関
す
る
研
究
」
（
茶

業
離
合
中
央
会
議
所
『
地
業
組
合
劇
立
五
十
周
年
詑
念
軒
丈
集
』
昭
一
一
、
所

取
）
　
⑳
京
都
府
知
事
公
鑑
「
京
都
府
農
村
事
情
認
査
報
告
欝
」
（
貼
二

七
）
三
一
頁
　
　
⑳
　
京
都
廠
巌
業
能
率
研
究
所
「
京
都
膨
茶
業
実
態
調
査
報

告
婁
」
（
昭
二
六
）
三
七
一
四
二
頁
の
収
支
調
査
例
か
ら
推
察
。
　
⑭
例

え
ば
田
原
盆
地
で
も
盆
地
底
に
近
い
銘
較
的
平
坦
な
茶
園
が
玉
欝
醐
（
覆
下

園
）
に
代
っ
た
。
そ
れ
は
覆
を
か
け
る
こ
と
の
抜
術
的
可
能
性
と
共
に
、
平
坦

な
盆
地
底
ほ
ど
晩
霜
の
被
警
を
受
け
易
く
、
覆
が
そ
の
予
防
の
役
矯
を
果
す
か

ら
で
あ
る
。
　
　
⑳
前
…
茶
に
比
し
玉
露
の
そ
れ
は
著
し
く
高
か
っ
た
。
従
っ
て

本
絡
脚
的
な
覆
で
は
な
く
。
単
に
茶
樹
の
上
に
藁
を
か
ぶ
せ
る
（
か
ぶ
せ
と
称
す
）

だ
け
の
王
露
生
産
も
綴
喜
郡
で
は
少
な
く
な
い
。
　
⑳
「
前
掲
⑱
」
に
於

て
半
速
は
滋
賀
県
大
野
村
に
於
け
る
そ
れ
を
検
討
し
た
。
　
⑳
勿
論
こ
れ

が
す
べ
て
本
村
左
佐
者
で
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
検
地
帳
以
外
の
史
料
響
胴

の
た
め
一
戸
数
そ
の
他
は
全
狭
仙
判
明
し
な
い
が
、
明
泊
初
年
の
一
戸
数
は
約
一
五
〇

戸
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
　
　
　
⑳
　
内
山
政
照
・
石
黒
重
窮
「
無
業
と
農

村
」
農
業
正
配
研
究
三
ノ
四
　
⑫
山
問
亮
一
「
不
漁
中
業
農
村
の
生
態
」
，

経
済
論
叢
六
五
ノ
ニ
・
三
　
⑳
農
林
省
京
都
統
計
調
査
事
務
所
の
生
産
費

調
査
に
よ
る
。
　
　
⑭
　
「
前
掲
⑳
」
　
　
⑳
　
「
軽
軽
⑱
」
　
　
⑳
　
「
前
掲
⑳
し

⑳
　
　
「
西
罵
町
史
」
　
（
大
八
）
下
巻
ニ
ニ
一
一
五
頁

八
九
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